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くなる結果とな,)た.
圧縮強さと混水比の間には強い相関関係 が 見 ら れ た が , 試 験 きちふの石膏密度および内部気泡の発生状況と混
水比叫日日二相関関係は見られなか-)た.
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図1.歯科衛生士 への ア ンケ- 卜調査用紙
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さらに手練和した,その擾寅空練和機 (ニス - ミ ッ
クス スタンド式:ヨシダ梨)で練和後,バイ プ レー
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2)圧縮強さの測定
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型を切削する過程でこの内部気泡が発生して しま う
と寸最悪の場合補綴物の製作が不可能となっ て しま
ラ.そこで,本業駿では製作した試験瑠一昭内 部 に ど
の華麗碍気泡が発生しているのか調査した.

















:一吊 巨･一l 二:I:![-十･∵一･∴･･･:/∴十:_' L='巨;､
-I.,1'-.,･.･.:∴こ.LJl･.1､1∴一]了 :I:.
) t.I/-/:A:㍗.∩.･●･混,.こJL
ト十 ･.` 日日i(:1一･J.lJ.こ∴二∴tl.Ji卜 lはJl I;･L∴巨-･r



























().i)コ ().i):ミ 0.23 0.22 0.i)こミ 0.i)二号
().ココ ().コ1 0.i)ニ3 0.17 0.23 0.1)i)
(1.22 ().コ:; ().二二.3 0.i)ご
0.iZiZ ().コ() 0.23 ().i)i)
(1.1)1) O.コ0 0.i)二3 ().LIL)
0.i)ニミ (I.11 0.二･1 ().i)i)






､rJ'-Jr直 ().L'二ミ ().23 ().i)2 0.23 ().lJLJ
f臣t':f与il];;I:.-L ().()()rl t).川)丁 ().()1i) (川し):7 ().0().=j
し).i)i) ().i)3 0.i)コ ().i):; 0.22 0.ココ
0.日:ミ ().0(){1 0.Ot)こう ().川)() 0.(108 0.()1日
.`:Ji.I ､{∴ 一i I: 仁王十 ';.■1｣し∴号l-∴こ.
:'･:..ト ･::､∴ ､..■∴ -ミ;,､'I-､･一､･Il言.I:.1:.I.!/-
∴ ･･･■';:∴ :'L_I/ ･､:i :･ .一∴ ｣.rlJ 斗 ':rtJ.1三一.ご
!･= ､∴､･:li,l･.･1'i:一言∴い･:.∴:.一.I::I.)I : 一･l.～ -
懐3)に近 似 した億 で あ り太変興味が持てる結 果 が 得
∴ ∴ ･ 上 1 .
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各個 丸 の混水 比 を平均健から見ると苧標 準 混 水 比
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I.li..!工.1日目しI Hl∴ほ ･L､い ∴一一Jl当.I.: .∴ :
･･･ ト;I.iJ I'･.,･-.十l川l両､･I､古-一十:.I:.二/I:'･!-
た歌仙が得らjLた.
/_-1∴仁∴∴. 1∴_∵∴宮 ･:I l-..'r∴~ I`i●.･1.I:.
勅使をもった石膏泥を練刺 しでも､ることが明らかと
な･p)た.
1' ∴ .､‥'･.･経,:LS‡';.一∴ 二･}'､･∵
歯科衛教士が練和 した石膏の温水濫ヒの平均と経験
年数の関係を蒙2に示した｡温水汲および経験年数















永比と圧縮強さを測定した,その結 果書 圧 縮 強 さは




圧舶強さI.半町 :il.tii-1こミユt)コ ;ミ0.()二 二iO.i)二i
最大的 こう(iJi ･15.帽 1ユニit1 -ll.38
li-,上伸 :ミロ信 二Ll(i i)0.i-)1 コ()価
標本的 1- 5 3し) ･li
? ? ?? ? ?? ? ???? ?? ? ?? ??? ??????
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図3. 混 水比 と圧縮強 さの関係
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表4.混水比と試験片石膏密度
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図 4. 混 水 比 と試 験 片 石 膏 密 度 の 関 係
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個の うち , 技 工 操 作 に 支 障 を き た す よ う な 内 部 気 泡
約発生が み られ た もの は 10個 で あ っ た .
気;き混入割合
(%)
019 0ヱLI O21 0_三三 Oコ5 L124 ロ.ニ5
三昆水比
図5.混水比 と内 部 気 泡 混 入 割 合 の 関 係
気 泡の発生確率は約 5B%で あ る 車 内 部 気 泡 が 確 認
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吟, 歯 科 衛生士全体が年齢差なく優れた着薗練和を
行 っ て い る こ とを示 す ものであろう.
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石膏密度と圧縮強さの間に相関関係は認められな
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4.石膏密度および内部気泡碍発生状況と混水比
との間に相関関係は見られなかった中
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